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主論文題名： 
 
化学プロセス産業における安全文化のモデル化と醸成に関する研究 
 
 
（内容の要旨） 
 
 石油化学、石油精製に代表される化学プロセス産業では、事故防止のためのプロセス
安全が事業存立の前提となっている。20世紀後半からの産業の発展に応じてプロセス安
全の取り組みも進化し、技術確立に始まり、安全管理システムの構築を経て、21世紀に
入り安全文化が問われる時代となっている。しかしながら、安全文化の概念は必ずしも
明確になっておらず、その醸成対策の立案についても確立されたものはない。 
 そこで本研究では、これらの課題への対応を目的とし、既往の研究を調査した結果を
踏まえて、化学プロセス産業にふさわしい安全文化の因果モデルを開発することと、組
織文化の研究成果も活かした本質的な醸成対策の立案方法の提案を目標とした。 
 
はじめに、安全文化の研究が進んでいる原子力産業で提案された安全文化の 8軸と化
学プロセス産業で導入された保安力の概念を前提に、我が国の事故調査報告書を調査し、
システム思考を活用して、8 軸相互間と保安力を含めた要素間の因果関係を検討し、統
率、相互理解、学習、油断の４つの因果ループからなる因果ループモデルを構築した。
このモデルから安全文化の中心は動機づけであることが明確となった。 
 
次に、モデルの有効性を確認するため、米国化学安全災害調査委員会の報告書を調査
し、安全文化に着目して詳細に検討した報告書の勧告がこのモデルのいずれかのループ
に対応していることを示した。 
 
さらに、8 軸に基づく安全文化の診断手法を開発した既往の研究のデータを活用し、
共分散構造分析を用いて、このモデルの検証を試みたが、8 軸平均値間の因果モデルを
構築することはできず、検証には至らなかった。そこで 8軸に影響を及ぼす経営、管理、
運転の 3階層を構成概念として導入して最適化した結果、適合度の高い因果モデルを構
築することができた。このモデルから、8 軸と 3 つの構成概念全ての上流に位置するの
が経営であり、安全文化における経営の果たす役割が明確となった。 
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これらのモデルを活用することにより、8 軸間の関係を踏まえた醸成対策の立案が可
能となるが、安全文化の根幹にある動機づけの強化対策が最も効果的であると考えられ
る。そこで、Scheinの組織文化の 3層に則り、動機づけの概念に近い第 2層の価値観に
ついての検討を行った。価値観を知るにはインタビューが有効であり、保安力第三者評
価階層別インタビュー結果から 12 件の価値観を表す意見を抽出することができた。価
値観を表す意見は安全文化の評価が優良な事業所から多く抽出された。こうした価値観
に学ぶことにより、ベストプラクティスならぬ、ベストバリューの水平展開による安全
文化の醸成が可能となると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
